
　
消
防
団
は
、
﹁
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
﹂
と
い
う
意
識
の
下
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
る
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
す
が
、
近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

▽
消
防
署
と
消
防
団
の
違
い
　
消
防

　
署
は
、
常
勤
の
職
員
が
勤
務
し
て

　
い
ま
す
が
、
消
防
団
は
自
営
業
や

　
会
社
員
と
い
う
仕
事
を
持
ち
な
が

　
ら
も
、
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て

　
い
る
方
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
入
団
で
き
る
方
　
市
内
在
住
・
在

　
勤
の
満
18
歳
以
上
か
ら
満
35
歳
ま

　
で
の
健
康
な
方
で
す
。
消
防
団
員

　
の
定
年
は
、
現
在
満
40
歳
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

▽
手
当
と
報
酬
な
ど
　
消
防
団
に

　
は
、
災
害
活
動
や
訓
練
に
出
動
し

　
た
場
合
の
出
動
手
当
や
団
員
報
酬

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
期

　
間
以
上
消
防
団
員
と
し
て
勤
務
し

　
て
い
た
方
に
は
、
退
職
報
償
金
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
身
分
と
け
が
を
し
た
と
き
の
補
償

　
消
防
団
員
は
、
ま
ち
を
守
る
た
め

　
に
活
動
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地

　
方
公
務
員
と
い
う
身
分
で
す
。
活

　
動
中
に
け
が
を
し
た
と
き
に
は
、

　
公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

▽
災
害
時
の
活
動
　
火
災

　
発
生
時
の
消
火
活
動
や

　
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

　
時
の
警
戒
巡
視
な
ど

▽
平
常
時
の
活
動

　●

防
火
啓
発
活
動

　●

消
火
・
防
災
訓
練

　●

応
急
手
当
の
指
導
な
ど

　●

消
防
団
員
の
知
識
の
習

　
得
と
技
術
の
向
上
の
た

　
め
の
各
種
訓
練

※
市
で
は
、
２
年
に
１

　
度
、
消
防
技
術
を
審
査

　
す
る
消
防
操
法
大
会
を

　
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
消
防
団
は
、
第
１

分
団
か
ら
第
７
分
団
ま
で

の
７
個
分
団
23
部
で
編
成

し
て
い
ま
す
。
各
分
団
の

活
動
区
域
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
地
域
に

在
住
・
在
勤
の
方
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員
数

の
定
員
は
５
０
６
人
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
11
月
１

日
現
在
、
４
５
４
人
で
52

人
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
入
団
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
を

知
り
た
い
方
は
、
電
話
か

直
接
窓
口
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは市長公室にお問い合わせください。
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今 号 の
主な記事

年末年始の市役所の業務…………２面
るのバスの年末年始の運行状況…２面

民生委員・児童委員が委嘱されました…３面
交通事故防止のために……………………３面

市の人事行政の運営などの状況…４・５面
年末年始の休日医科診療と歯科診療…８面

環境都市あきる野

森っこサンちゃん

郷土の恵みの森づくりを進めよう

広報あきる野広報
平成28年（2016年）

12月15日号
No.562

平成28年（2016年）

12月15日号
No.562

あきる野

消
防
団
と
は

消防団員募集消防団員募集
消火・防災・団結消火・防災・団結

歳末特別警戒

あきる野市消防団協力事業所表示制度

仲間とともに
　　地域で輝く
仲間とともに
　　地域で輝く

出初式での整列

市の総合防災訓練での担架搬送訓練

秋川流域３市町村・
第九消防方面合同総合水防訓練での土のう訓練

消防団消防操法大会

出初式での整列

市の総合防災訓練での担架搬送訓練

秋川流域３市町村・
第九消防方面合同総合水防訓練での土のう訓練

消防団消防操法大会

消
防
団
の
主
な
活
動

消
防
団
へ
の

入
団
を
お
待
ち

　
　
　
し
て
い
ま
す

問
合
せ
　
地
域
防
災
課

防
災
安
全
係

　年末を迎え、日増しに気温が下がり、暖
房器具など火を使う機会が多くなってきま
した。空気が乾燥し、火災件数が増加する
のもこの時季です。消防団では、防火対策
の一環として、12月27日㈫から30日㈮まで
の間、歳末特別警戒を実施します。期間
中、消防車両が市内を巡回し、注意を呼び
掛けるための広報活動や啓発看板の設置な
ど、各種防火広報活動を行います。
　火災は皆さんの財産を奪うだけでなく、
大切な思い出の数々も奪ってしまいます。
一人一人が次のことを心掛け、火災を起こ
さないようにしましょう。
・出掛ける前、就寝前には火の元を点検し
　ましょう。
・寝たばこやたばこの投げ捨ては、絶対に
　やめましょう。
・ガスコンロや暖房器具は、使い方に気を
　つけましょう。

　この制度は、市の消防団活動に協力していただ
いている事業所に対し、「消防団協力事業所表示
証」を交付するものです。
○申請方法　「あきる野市消防団協力事業所認定
　申請書」で申請してください。
※申請書は、市ホームページからダウンロードで
　きます。
○認定基準（いずれかに該当）
・２人以上の従業員が消防団に入団していること
・従業員の消防団活動について、積極的に配慮し
　ていること
・災害時等に資機材を消防団に提供するなど、消
　防団活動に協力していること　など

　この制度は、市の消防団活動に協力していただ
いている事業所に対し、「消防団協力事業所表示
証」を交付するものです。
○申請方法　「あきる野市消防団協力事業所認定
　申請書」で申請してください。
※申請書は、市ホームページからダウンロードで
　きます。
○認定基準（いずれかに該当）
・２人以上の従業員が消防団に入団していること
・従業員の消防団活動について、積極的に配慮し
　ていること
・災害時等に資機材を消防団に提供するなど、消
　防団活動に協力していること　など

○表示証の表示など　認定期間内に限り、表示証
　を事業所に表示することができ、その画像をパ
　ンフレット、チラシ、ポスター、看板、ホーム
　ページなどの広告に使用できます。

鈴木建築

株式会社フジワラ技建

秋川農業協同組合本店

秋川農業協同組合東秋留支店

秋川農業協同組合多西支店

秋川農業協同組合増戸支店

秋川農業協同組合五日市支店

有限会社アキオートサービス

株式会社髙木造園

事業所名 住　所

11月１日現在

五日市５６０

三内２５９

秋川３－１－１

二宮２３０５

草花３０７６

伊奈８５９－１

五日市１８

小川東１－２４－４

小川東１－２２－４

あきる野市消防団協力事業所一覧表

世
帯
と
人
口

世帯 34,911世帯（前月比 33世帯増）

人口 81,381人（前月比 10人増）

男　 40,638人

女　 40,743人

—平成28年12月1日現在—


